
2023 年 9 月 2 日 

 

第 53回東京鶴翔同窓会実行委員会（第 6回）議事録 

 

日 時：2023 年 9 月 2 日(土) 14時 00分～15 時 30 分 

場 所：日本橋公会堂 第 4号洋室 

出席者：28名（順不同、敬称略） 

役員  会長  ：坂田敬一 

副会長 ：梅津準士、杉山恵子、坂田俊次 

幹事 常任幹事：今野りつ、菅井順朗 

事務局  事務局長 ：岡部次樹 

事務局次長：伊藤美津子（web）、石川康博、浦島貞一 

53回実行委員  (74) 真田充、佐藤秀子、秋野裕 

(84) 鈴木良清、松田豊一(web)、三木美智、匹田秀二、成田亨、

富樫嘉美、中里陽一、砂原実喜子(web)、荒船禎子(web)、 

三浦正巳 

(94) 大高研道、岡村佐由子、齋藤潤司、長谷川操、藤田美鈴 

 

1. 開会 

 

2. 坂田会長挨拶 

暑い中お集まりいただき、ありがとうございます。実行委員会は会場部会の話題に移

っていくことと思う。皆で力を合わせてやっていきたいと思う。 

今月はさまざまな同窓会がある。9 月 17 日（日）黎明同窓会、9 月 24 日（日）首都圏

鶴岡会、9 月 3 日（日）山形県の県人祭が開催される。いろいろ出席してみて、鶴翔は

格調高いと感じている。皆さんの知恵を集めてよいものにしていきたい。 

  

3. 出席者自己紹介 

初参加の長谷川委員（94回）、大高委員(94 回)、成田委員（84回）が自己紹介した。 

 

4. 第 53 回実行委員長・鈴木良清 挨拶 

残り 2 カ月になって、暦は秋だが暑い日が続いているので、体に気を付けて 11 月 3 日

に向けていきたいと思う。皆さんよろしくお願いします。 

 

5．議 題  

各部会の進捗状況 

 

①  広告部会（中里陽一） 

以下の 3 点の報告があった。 



・57 枠の広告が取れて、会報に掲載している。入金は 8 月末〆切で、未入金は関係者以

外で 2件のみである。 

・協賛金の提案がでている。今後、協賛金について相談したい。 

・広告主の情報については、リストをもとにまとめていきたい。 

 

（協議事項） 

・今後、広告主に会報と総会・懇親会出席の案内があるが、広告部会で話をしているか。 

→今後対応する。 

→会報は岡部事務局長に 200 部届く（受取は、9 月 6 日もしくは 7 日の予定）。その中

の一部を広告主へ送付する。発送日に岡部事務局長が持参するので、発送日をお知

らせすること。 

→広告主へのお礼と案内文は会長名で送付するので、文章を作成後に事務局に確認を

得ること。 

→広告主で総会・懇親会の出欠確認はご連絡があったもののみとし、返事がないもの

についての問い合わせはしない。 

 

②  会報部会（富樫嘉美） 

会報部の報告があった。 

 ・第 53 回総会実行委員会メーリングリストで会報は確認していただいた。 

 ・表紙の写真は 10年毎の 3 世代間の移り変わりを現わしていた。どこからでも読める会

報として、表紙の写真とコラムとの連携もスムーズに行われたと思う。 

 ・2 面で鶴翔の齋藤会長が、同窓生の思い出文を募集して地元の会報を飾りたいと記載

している。 

 ・3 面の寄稿は 61 名分集まった。皆さんの半生がいろいろあるのが分かり、よいものが

集まったと思う。 

 ・特別企画については、ゲラから紙面になるまでの経過が分かるように資料にしている。 

 

（質問） 

 ・投稿 61名分は全て掲載できたか。 

  →全て掲載した。 

 

③  会場部会（匹田秀二） 

 会場部会の進捗状況を報告と確認事項の連絡があった。 

 （1）親睦会イベント 

・イベントは、①庄内うたう会のリードで懐かしの曲を歌う。②じゃんけん大会、③ド

ローン映像、④鶴の舞、4点とする。 



 ・①において、Youtubeの映像を編集することはやめて、CDを利用する方法とする。 

 ・②じゃんけん大会は大高委員が実施要項をまとめているところである。 

 ・③ドローン映像の使用について、作成者への連絡を会場部会が担当するか、事務局が

担当するかを確認したい。 

 ・④ 鶴の舞は予定通り実施を考えている。 

 （2）親睦会の食事 

・親睦会の食事は弁当を考えている。ホテルへの連絡は 10月 15 日が締め切りである。 

 （3）確認事項 

・参加者へのお土産、酒類などの発注と請求書の取り扱い、チラシの用意、席次、名札、

年代名簿などについて確認したい。 

 

（協議事項） 

（3）確認事項 

・酒類の発注は 10月でよい。昨年の状況を確認して、杉山副会長から匹田会場部会長に

連絡する。 

・請求書は届き次第、杉山副会長に送付して支払いをしていただく。 

・請求書の宛先は、「東京鶴翔同窓会」とする。請求書は、ホテルに届く酒類に同封さ

れているケースと請求書が別に送付されるケースがあることに留意する。 

・チラシは、袋にいれてお渡しする。木村屋さんのご厚意でお土産がある年もあるが、

お土産がない年もある。お土産がない場合は、チラシだけでお渡しする。 

・チラシは東京事務所に連絡して、お渡ししたいものをお伺いする。鶴岡市東京事務所

と東京鶴翔同窓会は協力関係にある。9 月中に、会場部会長と岡部事務局長が一緒に

東京事務局にご挨拶にいくこととする。 

・南高からも鶴南ダイジェストや鶴南ニュースが送られてくるので、それらも同封する。

南高からの資料は、岡部事務局長が受領する。 

・袋は東京事務所からいただく予定だが、無い場合は実行委員会の予算で用意する。早

めに東京事務所にお願いすることとする。 

・最終的な席次は、佐藤（雄）事務局員が決定して、名札などを準備する。基本的事項

は、会場部会と佐藤（雄）事務局員で相談する。 

・当日受付名簿は杉山副会長が作成する。総会・親睦会参加費と維持会費が振り込み済

みか、会場支払いかを分かるようにまとめる。 

 →会場でお金のやり取りが発生するか。 

 →以前より少なくなったが発生する。 

→出席申込の会場支払い以外で、当日飛込での総会・親睦会への出席受付はしないこ

ととする。 

・今年の総会・親睦会に北高（如松会）から参加する。如松会の常任幹事会で参加者を



募集するようである。来賓以外の如松会参加者はとまったテーブルとするのがよいと

思う。参加者数をいつまで通知すればよいか。 

 →10月 13日（金）とする。参加申し込み締め切り日と同日。 

 ・受付は如松会から出してもらった方が間違いないと思うが、いかがか。 

  →特に気にしなくてもよいのではないか。 

  →梅津副会長が、如松会の意向を尋ねることとする。 

（1）親睦会イベント 

・Youtube の映像を編集の放映について寒河江弁護士に相談したところ、著作権侵害に

ついては裁判所の判断が厳しく、SNS などを通して拡散する可能性があるため止めた

ほうがよいとのことであった。 

 →ホテルのカラオケを利用する方法がよいのではないか。 

 →会場部会で方針を決定する。 

・じゃんけん大会の企画で、テーブルの人数を確認したい。 

 →1 つのテーブルに 6～8 名とする。 

・如松会の紹介はどこで行うのがよいか。 

 →如松会から参加していることが分からない一般会員がいるので、早めに紹介した方

がよい。 

 →如松会からの挨拶は特に不要と思う。 

 →どういう流れで紹介するのが良いか、会場部会でイメージをまとめて次回報告する。 

・総会 30 分、親睦会 2 時間で、12:00～14：30 で開催する予定である。本日配布した資

料のタイムテーブルは 30分超過になっているので、調整して再配信する。 

・2次会があると思う。2 次会は各年度で行うと思うので、会場部会が企画するものでは

ないが、2 次会の会場候補リストを作成して欲しい。 

 →昨年のリストをもとに閉店していないかを確認して、リストを作成する。 

・校章は景品にしないで、購入できるところをご案内することとする。 

・懐かしの曲を歌う際は、画面に音楽と歌詞が流れることでよいか。 

  →CDを BGMとして使用する予定である。うたう会が歌う時に CDの音楽のほかに、歌詞

だけは流れるようにしたい。 

 ・懐かしの曲は、世代がいろいろあるので選曲が必要と思う。 

  →BGMとして流すように 30曲くらいの CDを購入した。うたう会が中心になってこの中

から選曲して、皆で決めることにしたい。 

 ・可能であればうたう会が出る場面で、うたう会の活動の様子を画像で流すことはどう

か。 

 →うたう会で映像を用意していただき、登場する場面で流すこととする。 

 ・歌う場面では BGM は止まるのか。 

  →BGM を止めて、うたう曲の CD に替えて伴奏用に小さい音量で流す予定である。 



→CD には歌手の声が入っているので、カラオケにしてはどうか。 

→CD を利用するか、ホテルのカラオケを利用するかについては、会場部会で今後検討

する。 

 ・来賓あいさつについては、どのようにしているか。 

  →会報の発送と併せて、岡部事務局長からお願いする。 

  →あいさつをいただく方は、鶴翔同窓会会長、南高校長、鶴岡市長の 3名とする。 

・来賓用お土産は、木村屋から事務局が購入する。寄付についてのお願いはどうするか。 

 →鈴木実行委員長から木村屋に打診する。 

・当日のシナリオ作成者は決まっているか。 

 →砂原委員、三浦委員、今野委員で作成する。 

・来賓あいさつが予定時間より伸びるなどのアクシデントもあるので、タイムキーパー

が必要である。 

 

6．その他 

 

鶴岡のイベントついて（坂田副会長） 

 ・8 月末にだだちゃ豆の会が船堀で開催され、444 名が来場した。 

 ・9 月 24 日（日）首都圏鶴岡会が開催される。南高、北高、西高などさまざまな鶴岡出

身者と江戸川区が一緒になって開催する。目玉イベントは、市長来場とヤマガタデザ

インの山中様のオンライン応援である。お土産も充実している。現時点で参加者数が

少ないため、ぜひ参加をお願いしたい。 

 

総会の出欠届について（杉山副会長、伊藤事務局次長） 

 ・会報が発送されると出欠届が届くので、集計係の方はよろしくお願いする。 

  →ハガキが鈴木実行委員長に届く。集計も鈴木実行委員長が担当する。 

 ・HP からも総会・親睦会の出欠届ができる。出欠届には個人情報が入力されるため、集

計する人にだけ HPから自動転送されるように設定する。集計する人を決定してほしい。 

  →鈴木実行委員長が担当する。 

 

事務局からの連絡とお願い（岡部事務局長） 

 ・9 月 9 日（土）に常任幹事会（役員会）、10 月 9 日（月）に年度幹事会を開催する。 

・常任幹事会、幹事会に、総会・親睦会への参加依頼を兼ねているので、実行委員長、

事務局長、各部会長は参加して、総会の概要と進捗状況の発表をお願いする。 

 

 

 



 

次回、次々回の実行委員会について 

・第 7回実行委員会 

日時：2023年 9月 30日（土）14時～16 時 

場所：日本橋公会堂 第 4洋室（半蔵門線 水天宮駅） 

 

 ・第 8 回（総会前最後）実行委員会 

  日時：2023年 10 月 28 日（土）午後 

場所：中央区立環境情報センター 

 

－ 以上 － 

 

議事録作成：藤田美鈴 


